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～子どもたちの伝承芸能発表会～～子どもたちの伝承芸能発表会～

地域の伝承芸能
次世代へつなぐ
地域の伝承芸能
次世代へつなぐ

北秋田市ふるさと大使北秋田市ふるさと大使



トランペット奏者扇田泰子さんの特別公演トランペット奏者扇田泰子さんの特別公演

第
13
回 
北
秋
田
市

第
13
回 
北
秋
田
市

芸
術
文
化
の
秋
を
彩
る

芸
術
文
化
の
秋
を
彩
る

　▲平成30年度北秋田市芸術文化功労賞と芸術奨励賞受賞者の皆さん

▲河田カツ子さん

演示部門

展示部門

日本舞踊千川流阿仁鏡栄会日本舞踊千川流阿仁鏡栄会

ケ アロハ フラ オハナ タカノスケ アロハ フラ オハナ タカノス

オカリナサークル ジョイナスオカリナサークル ジョイナス たかのすふるさと太鼓たかのすふるさと太鼓

たかのす吟友会たかのす吟友会

平
成
30
年
度
北
秋
田
市

芸
術
文
化
表
彰
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第
13
回
北
秋
田
市
文
化
祭
が
、

10
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
３
日

間
、
文
化
会
館
と
市
民
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
を
会
場
に
行
わ
れ
、
多
く

の
市
民
が
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品

展
示
な
ど
で
日
頃
の
文
化
芸
術
活

動
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
文
化
祭
は
、
演
示
部
門

が
10
月
27
日
と
28
日
に
文
化
会
館

で
、
展
示
部
門
が
10
月
27
日
か
ら

29
日
ま
で
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
示
部
門
に

は
48
団
体
、
約
６
０
０
人
の
出
演

者
が
演
奏
や
踊
り
な
ど
を
ス
テ
ー

ジ
で
披
露
し
、
展
示
部
門
に
は
71

の
団
体
と
個
人
か
ら
作
品
が
出
展

さ
れ
、
多
く
の
秀
作
が
会
場
を
彩

り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
表
彰

が
、
10
月
27
日
に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

長
年
に
わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
３
人
の
方
に
「
芸
術
文
化
功

労
賞
」
が
、
ま
た
、
優
れ
た
芸
術
作
品
な

ど
を
創
作
さ
れ
た
４
人
の
方
に
「
芸
術
文

化
奨
励
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇
芸
術
文
化
功
労
賞

　
河
田
カ
ツ
子
さ
ん
（
松
葉
町
）

　
近
藤
ミ
ヤ
さ
ん
（
米
内
沢
新
町
）

　
高
橋
キ
ヨ
子
さ
ん
（
畑
町
東
裏
）

〇
芸
術
文
化
奨
励
賞

　
原
田
栄
子
さ
ん
（
東
横
町
）

　
木
村
け
い
子
さ
ん
（
合
川
李
岱
）

　
松
岡
雪
さ
ん
（
羽
根
山
）

　
沢
藤
満
里
萌
さ
ん
（
松
ヶ
丘
）

津
谷
市
長
が
受
賞
者
を
祝
福

　
表
彰
状
の
贈
呈
の
あ
と
、
来
賓
を
代
表

し
て
津
谷
市
長
が
「
山
の
木
々
も
赤
や
黄

色
に
色
づ
き
芸
術
の
秋
と
な
っ
た
。
彩
り

鮮
や
か
な
移
ろ
い
を
感
じ
る
今
日
の
よ
き

日
に
、
受
賞
さ
れ
た
７
人
の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。
今
後
と
も
意

欲
的
な
創
作
活
動
を
継
続
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
域
の
芸
術
文
化
を
け
ん
引
す
る
立

場
か
ら
、
市
の
さ
ら
な
る
芸
術
活
動
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
今

後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

受
賞
者
代
表
河
田
さ
ん
が
謝
辞

　
表
彰
式
の
最
後
に
は
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
河
田
カ
ツ
子
さ
ん
が
「
民
謡
と
い
う

郷
土
芸
能
に
携
わ
っ
て
か
ら
45
年
と
な
っ

た
。
民
謡
人
に
と
っ
て
目
指
す
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
て
か
ら
35
年
目
を
数
え

る
こ
の
節
目
の
年
に
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
感
激
し
て
い
る
。

皆
さ
ん
一
人
一
人

の
温
か
い
ご
声
援

と
励
ま
し
の
お
か

げ
で
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す

精
進
し
て
い
く
」

な
ど
と
、
お
礼
と

決
意
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

扇
田
泰
子
さ
ん
に
よ
る
特
別
公
演

　
表
彰
式
の
後
、
大
館
市
出
身
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
奏
者
扇
田
泰
子
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
佐
藤
歩
さ
ん
の
特
別
公
演
が
行
わ
れ
、

来
場
者
は
心
に
響
く
美
し
い
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
と
ピ
ア
ノ
の
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
引
き
続
き
演
示
部
門
が

行
わ
れ
、
訪
れ
た
市
民
は
、
華
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
を
観
賞
し
な
が
ら
手
拍
子
を
し
た

り
、
披
露
さ
れ
た
歌
や
演
奏
を
一
緒
に
口

ず
さ
む
な
ど
、
芸
術
の
秋
を
大
い
に
堪
能

し
ま
し
た
。



きらっとヒカル北秋田の企業／ショーンの「私が見た北秋田」 秋の叙勲受章者紹介／タウンミーティング
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★

　当社はお菓子の総合商社として、北海道から北

東北エリアを中心に、小売業様へお菓子をお届け

する役割を担っています。大手メーカー様から地

場メーカー様の商品まで、幅広い種類のお菓子を

取り扱い、オリジナル商品の開発と販売も行って

います。近年はお菓子の輸出入も行っています。

株式会社サクラバ 本社

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市綴子字田中表11
◆主な事業　菓子卸売
◆従業員数　49人（全社84人）
◆電話番号　0186‐62‐3120

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

伊藤 さやかさん（22）

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.20

　400社を超えるメーカー様から商品を仕入れ、

スーパーマーケット、ディスカウントショップ、

ドラッグストアなどの小売業様とのお取引をさせ

ていただいております。自社ブランドの「北国さ

くら本舗」の商品も、好評発売中です。

若手社員
の声

若手社員
の声

北国さくら本舗
の商品

　私は事務員として、主に

受注の確認や営業のサポー

トなどを行っています。お

得意先様や営業とのコミュ

ニケーションを大切に、正

確な作業を心がけています。

皆さんから信頼される事務

員を目指したいです。

出荷作業の様子

ショーン

コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.２９ＮＯ.２９

　第12回北秋田市産業祭が開催された鷹巣体

育館に足を運んできました。産業祭では、今年

４月にテレビで放送された「ワタシが日本に住

む理由」のスタジオ収録の際にお会いした俳優

の高橋克典さんと一緒に、津谷市長とのトーク

ショーに参加しました。たくさんの方々に集

まってもらい心から感謝申し上げます。日常生

活ではなかなか市民の皆さんと会えませんので、

とても嬉しかったです。

　と言いながら、皆さんにとっては、私より高

橋さんのトークが一番の目的だったでしょう！

（パネリストの一人でありながら、自分自身も

半分その気持ちで…！）私も北秋田市民として、

高橋さんが北

秋田市ふるさ

と大使に任命

されるのを見

て誇りに思い

ました。

　この間、市

役所本庁舎の

玄関にあるキティちゃんのかわいいフォトス

ポットで家族揃って写真撮影をしてきました。

数年前に空港で豪風関と偶然に会ったときの写

真と、今回撮れた高橋さんとの２ショットも含

めて、３人の北秋田市ふるさと大使との撮影を

制覇しました。

「北秋田市産業祭」

タウンミーティングタウンミーティングタウンミーティングタウンミーティング市長と語ろう！市長と語ろう！

　 総合政策課政策係 ☎62‐6606問

【日時】　12月26日（水）13時
【場所】　市民ふれあいプラザ
　　　　２階　大研修室

実施日程実施日程

　市民の皆さんが普段の生活で感じていることを、市長と直接語り合う「市長と語ろう！タウンミーティ
ング」（第２回）を開催します。今回は「高校生と語る北秋田市について」をテーマとし、市内出身の高
校生10人と市長によるトークセッションを行います。
　トークセッションのコーディネーター
には、トラ男こと武田昌大さん（北秋田
市出身）をお迎えし、高校生の皆さんが
考えている率直な意見・提言を市長とと
もに大いに語り合いたいと思います。
　ぜひ、市民の皆さまにもご来場いただ
き、次世代を担う高校生が描く未来の北
秋田市への思いを聞き、ともに語り合う
機会にしたいと考えています。
　事前の申し込みは不要ですので、たく
さんの皆さまのご参加をお願いします。

武田昌大さん
（トラ男プロデューサー）

秋の叙勲秋の叙勲

平成30年11月３日に発令された、平成30年秋の叙勲の市内受章者を紹介します。
※年齢は発令時点

平成30年

～長年の功績をたたえて～長年の功績をたたえて

瑞
宝
単
光
章

（七日市・73歳）
－消防功労－

山城 克夫さん
やましろ かつお

　
昭
和
42
年
か
ら
44
年
間
に
わ
た
り
、
消
防
団

員
と
し
て
使
命
達
成
の
た
め
自
ら
率
先
し
て
業

務
に
徹
し
、
豊
か
な
消
防
知
識
と
経
験
を
生
か

し
て
部
下
の
育
成
と
団
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
鷹
巣
消
防
団
の
班
長
、
副
分
団
長
を
歴
任
し
、

平
成
14
年
か
ら
８
年
間
に
わ
た
り
分
団
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
に
発
生
し
た
建
物
火
災
で
は
、
水

利
の
乏
し
い
集
落
で
水
源
が
確
保
で
き
ず
、
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
河
川
か
ら
の
遠
距
離

送
水
を
指
示
し
、
消
防
署
員
と
団
員
が
一
致
団

結
し
て
懸
命
の
消
火
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
火
災
を
教
訓
に
、
集
落
へ
の
防
火

水
槽
の
必
要
性
を
市
に
訴
え
、
防
火
水
槽
を
新

設
し
た
ほ
か
、
老
朽
化
が
著
し
い
車
両
の
更
新

も
強
く
要
望
し
、
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
積
載

車
の
更
新
を
果
た
す
な
ど
、
消
防
施
設
等
の
整

備
と
充
実
強
化
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
の
お
か
げ
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
団

員
や
署
員
に
も
恵
ま
れ
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

る
」
な
ど
と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。
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9,199万1千円（16.9％）9,199万1千円（16.9％）

0円（0.0％）

6,907万2千円（27.0％）6,907万2千円（27.0％）

3億5,602万1千円（56.2％）3億5,602万1千円（56.2％）

9億3,413万円（35.3％）9億3,413万円（35.3％）

4億3,009万2千円（12.6％）4億3,009万2千円（12.6％）

4億6,368万5千円（34.1％）4億6,368万5千円（34.1％）

8億8,720万6千円（41.2％）8億8,720万6千円（41.2％）

12億3,179万4千円（42.6％）12億3,179万4千円（42.6％）

8億9,380万5千円（43.7％）8億9,380万5千円（43.7％）

21億428万9千円（34.8％）21億428万9千円（34.8％）

3億2,800万2千円（23.9％）3億2,800万2千円（23.9％）

6億5,419万7千円（42.9％）6億5,419万7千円（42.9％）

17億4,732万5千円（58.8％）17億4,732万5千円（58.8％）

8億9,400万6千円（29.3％）8億9,400万6千円（29.3％）

1億8,561万3千円（10.5％）1億8,561万3千円（10.5％）

69億3,729万2千円（69.3％）69億3,729万2千円（69.3％）

7,590万円（2.9％）7,590万円（2.9％）

財政白書財政白書財政白書
平成30年度上半期
財政白書財政白書財政白書

　市では、市民の皆さんに市の財政事情を知っ
ていただくために、毎年２回一般会計、特別
会計の執行状況を公表しています。
　今回は平成30年度上半期（平成30年４月１
日～９月30日）の状況を公表します。
（一時借入金及び会計間の相互流用金を除く、
繰越明許費を含む）

一 般 会 計 予 算 執 行 状 況一 般 会 計 予 算 執 行 状 況
項　　　目 予　算　額

100億701万８千円

29億7,038万8千円

17億6,979万6千円

26億2,160万円

24億420万1千円

5億4,548万1千円

2億5,543万3千円

6億3,391万8千円

地 方 交 付 税

市 　 　 　 税

県 支 出 金

市 　 　 　 債

国 庫 支 出 金

諸 収 入

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

そ の 他
（分担金、使用料等） 26億4,858万4千円

項　　　目 予　算　額

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

公 債 費

そ の 他

20億4,521万9千円

60億5,001万3千円

30億4,997万1千円

13億7,408万1千円

21億5,091万1千円

13億6,052万円

34億1,078万8千円

28億9,009万1千円

15億2,482万5千円

予　　算　　額
収入・支出済額

歳 入
予　　算 238億5,641万9千円

収入済額 111億6,003万6千円

収入割合 46.8　％

歳 出
予　　算238億5,641万9千円

支出済額 78億8,707万6千円

支出割合 33.1　％

40億 100億70億

60億10億 20億 30億 40億

20億 30億10億 〜〜

〜〜

市 民 の 負 担 状 況市 民 の 負 担 状 況

用語の解説
【一般会計と特別会計】　地方公共団体の会計は、本来単一の会計によって整理されるのが理想とされています
が、実際の行政活動は広範多岐にわたっているのが現状です。
　　そこで、地方公共団体の基本的な経費を「一般会計」、特定の事業を行う場合の経費を「特別会計」とし
て区別しています。

【主な歳入項目】　地方交付税＝歳入の中で最も大きな財源で、国が使いみちを指定せずに交付するもの　／
　国庫支出金＝国が使いみちを指定して交付するもの　／　市債＝市の借入金など　／　諸収入＝各種貸付金
収入や預託金収入　／　地方譲与税＝地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、航空機燃料譲与税として市町
村へ交付されるもの

　９月末現年度（調定額から　）　９月末現年度（調定額から　）

会計区分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
36億4,702万7千円
2億147万8千円

56億6,851万1千円
2,979万4千円

2億5,363万6千円
3億6,324万円
18億4,722万円
2,270万8千円

4億3,639万2千円
2億8,609万4千円
2億5,103万円

4,681万2千円

130億5,394万2千円

（坊沢・綴子・栄・沢口・七日市・
　米内沢・前田・阿仁合・大阿仁）

46.3％
35.9％
44.9％
24.4％
71.2％
10.0％
7.0％
18.7％
30.8％
33.5％
36.3％

918.6％

41.5％

国 民 健 康 保 険
合 川 診 療 所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水
下 水 道 事 業
特 定 地 域 生 活 排 水
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所
財 産 区

合 　 　 計

16億8,709万1千円
7,224万5千円
25億4,414万円
726万2千円

1億8,056万7千円
3,615万3千円

1億2,885万7千円
425万4千円

1億3,436万3千円
9,592万3千円
9,111万3千円

4億3000万6千円

54億1,197万4千円

13億5,227万1千円
7,713万円

21億9,555万6千円
1,160万1千円
7,572万4千円

1億6,324万3千円
4億6,795万7千円

298万6千円
1億3,242万5千円
1億358万9千円
1億3,653万7千円

164万5千円

47億2,066万4千円

37.1％
38.3％
38.7％
38.9％
29.9％
44.9％
25.3％
13.1％
30.3％
36.2％
54.4％

 3.5％

36.2％

直

接

税

間
接
税

市 民 税 個 人 分

市 民 税 法 人 分

純 固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

合　　　計

市民１人当たり（円／人）
8万2,784円　

市 た ば こ 税

国 民 健 康 保 険 税

9億9,468万4千円

1億985万7千円

14億8,185万6千円

9,100万8千円

26億7,740万5千円

1億116万7千円 3,128円 7,176円

7万8,562円5億7,193万円

（平成30年９月末　人口32,342人、世帯数14,097世帯）

11万6,506円

（平成30年９月末　加入被保険者数7,280人、加入世帯数4,909世帯）

１世帯当たり（円／世帯）
18万9,927円　

特 別 会 計 予 算 執 行 状 況特 別 会 計 予 算 執 行 状 況

7億6,269万2千円（31.7％）7億6,269万2千円（31.7％）
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冬
が
本
格
的
に
な
り
、
寒
さ
が
身

に
し
み
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
、

皆
さ
ん
の
中
に
は
仕
事
で
大
忙
し
の

方
や
、
お
正
月
に
向
け
て
旅
行
の
計

画
を
立
て
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
12
月
は
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間

で
す
。
自
動
車
交
通
量
の
増
加
、
ビ

ル
や
家
庭
の
暖
房
の
増
加
な
ど
か
ら

大
気
汚
染
物
質
濃
度
が
高
く
な
る
傾

向
に
あ
る
た
め
、
毎
年
12
月
に
き
れ

い
な
空
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
の
環
境
コ
ラ
ム
の

テ
ー
マ
は
「
大
気
汚
染
」
で
す
。
大

気
汚
染
と
言
え
ば
原
因
は
色
々
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
代
表
的
な
の
は

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
で
す
。
国
で
は

年
々
こ
の
排
気
ガ
ス
の
規
制
を
強
化

し
て
お
り
、
新
し
く
販
売
さ
れ
て
い

る
車
に
対
し
て
、
排
気
ガ
ス
を
き
れ

い
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
国
だ

け
で
は
な
く
、
個
人
で
も
で
き
る
だ

け
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
を
減
ら
す

こ
と
が
重
要
で
す
。
私
た
ち
が
で
き

環　境
コラム
環　境
コラム
第21回

寒
さ
対
策
だ
け
で
は
な
く

　
　
　
　
環
境
に
も
優
し
い
行
動
を

寒
さ
対
策
だ
け
で
は
な
く

　
　
　
　
環
境
に
も
優
し
い
行
動
を

る
行
動
と
し
て
①
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
、
近
い
と
こ
ろ
は
自
転
車
や

歩
い
て
移
動
す
る
。 

②
自
動
車
を
駐

車
す
る
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま

ま
に
し
な
い
。 

③
燃
費
の
良
い
車
に

買
い
替
え
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

他
に
は
ご
み
を
出
す
量
を
減
ら
し
、

焼
却
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
煙
の
量

を
減
ら
す
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
は
大
気
汚
染
防
止
に

役
立
つ
だ
け
で
は
な
く
、
節
約
や
健

康
の
増
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
で

き
る
範
囲
で
行
動
を
始
め
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

北秋田市
地域おこし
協力隊

き
た
あ
き
た
の

　
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
妊

娠
中
で
ど
ぶ
ろ
く
製
造
の
現
場
は
お

休
み
し
て
お
り
、
復
帰
は
来
年
の
４

月
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
産
休

は
11
月
頃
か
ら…

と
い
う
こ
と
で
、

最
近
は
く
ま
く
ま
園
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
ど

ぶ
ろ
く
と
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
仕
事
を

し
て
い
る
た
め
、
今
回
は
ど
ぶ
ろ
く

の
と
ー
っ
て
も
、
良
い
効
能
を
紹
介

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ど
ぶ
ろ
く
に
は
「
酵
母
」
が
入
っ

て
い
て
、
こ
の
酵
母
が
糖
を
ア
ル

コ
ー
ル
へ
分
解
す
る
こ
と
で
お
酒
に

な
る
の
で
す
が
、
こ
の
酵
母
の
働
き

に
よ
っ
て
、
晩
酌
が
大
好
き
な
私
た

ち
の
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
酵
母
に
は
、
９
種
類
の
必
須
ア
ミ

ノ
酸
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
ア
ミ
ノ

酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ど

ぶ
ろ
く
に
は
、
美
白
・
美
肌
効
果
・

慢
性
疲
労
の
軽
減
・
睡
眠
の
質
を
高

め
快
眠
を
促
す
・
記
憶
力
ア
ッ
プ
・

「
け
っ
こ
う
す
ご
い
の
よ
？
」

老
化
防
止
・
脂
肪
燃
焼
な
ど
の
効
果

が
あ
り
、
健
康
や
美
容
に
よ
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
ぶ
ろ
く
の
も
ろ
み
が
苦
手
と
感

じ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
も
ろ
み
に
も
健
康
成
分
・
美
容
成

分
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
食
べ
て
も
ら
う
と
、

そ
の
ま
ま
飲
む
よ
り
も
効
果
が
高
ま

る…

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
健
康
に
良
い
と
は
い
え
、
お
酒
で

す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
飲
み
す
ぎ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

vol.８

高橋彩子隊員

▲ハロウィンイベント用の
　南瓜を作りました☆

私たちのきれいな空を守るために

できることを考えよう

大勢の来場者でにぎわう飲食物販コーナー大勢の来場者でにぎわう飲食物販コーナー

ガラポン抽選会ガラポン抽選会 きのこ汁の振る舞いきのこ汁の振る舞い コウライザーショーコウライザーショー

WA ROCK体験ワークショップWA ROCK体験ワークショップ 森吉山麓火まつり太鼓森吉山麓火まつり太鼓

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
阿
仁
合
駅
の
開

設
80
周
年
を
記
念
し
、
阿
仁
の
ご
っ
つ

お
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
吉
田
裕
幸
実

行
委
員
長
）
の
主
催
で
平
成
28
年
か
ら

企
画
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
３
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
内
陸
線
沿
線
の
秋
の
味
覚
満
載

　
会
場
で
は
、
ア
ユ
の
塩
焼
き
や
馬
肉

の
煮
込
み
な
ど
の
様
々
な
屋
台
31
店
が

出
店
し
、
き
の
こ
汁
の
振
る
舞
い
に
は

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

阿
仁
の
街
歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、

秋
づ
い
た
阿
仁
の
街
め
ぐ
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
会
場
内
に
設
置
さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
コ
ウ
ラ
イ
ザ
ー
シ
ョ
ー
や
森

吉
山
麓
火
ま
つ
り
太
鼓
、
北
秋
田
市
祇

園
太
鼓
阿
仁
弁
天
な
ど
で
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、Ｗ
Ａ 

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
体

験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
宮
越
邸

が
特
別
公
開
さ
れ
る
な
ど
、
晩
秋
の
阿

仁
合
駅
周
辺
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
内
陸
線
阿
仁
の
ご
っ
つ
お
ま
つ

り
が
、
10
月
20
日
に
市
役
所
阿
仁
庁
舎

前
で
開
か
れ
、
内
陸
線
沿
線
の
名
物
や

特
産
品
な
ど
の
出
店
が
並
び
、
大
勢
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ワ
　

ロ
ッ
ク

北秋田市祇園太鼓阿仁弁天北秋田市祇園太鼓阿仁弁天
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受賞
報告

　防災講演会が、11月８日に市民ふれあいプラザで
行われ、秋田地方気象台防災気象官の和田幸一郎さ
んが講演し、市職員や関係機関、市民など約160人
が異常気象による災害への対応について学びました。
　講演会では、大雨が降る要因や竜巻が発生する仕
組みを図や映像を用いて解説した後「防災は人と人
とのつながりが不可欠で、地域住民や関係機関との
危機感の共有・連携が重要」などと話しました。
　参加者は、メモを取りながら熱心に聞き入り、防
災意識を高めていました。

　北秋田市男女共同参画社会づくり講座が、10月30
日に森吉公民館で開かれ、市民約50人が男女共同参
画の視点から防災について理解を深めました。
　この講座は「人の輪でつなぐ地域といのち」をテー
マに、地域に暮らす多様な人々の「違い」に配慮し
た防災について考えようと開かれたもので、一般社
団法人男女共同参画地域みらいねっとの小山内世喜
子代表理事が講演を行いました。
　講演後のグループ討議では、参加者はこれから地
域で取り組む防災について積極的に話し合いました。

　「子ども人権デーの集い」in鷹南中が、11月５日
に鷹巣南中学校体育館で開催され、小・中学生や保
護者など約250人が参加し、人権の標語や作文の表
彰と発表が行われました。
　小学生人権標語コンテストでは12点、中学生人権
作文コンテストでは９点が優秀賞に選ばれ、受賞者
に表彰状が贈られました。続いて、人権標語の受賞
者が一人ずつ自分の標語を読み上げたほか、中学生
人権作文で優秀賞を受賞した作品２点の発表が行わ
れ、参加者は人権への理解を深めました。

　北秋田市出身の作曲家・成田為三先生墓前演奏が、
10月29日に米内沢の龍淵寺で行われ、地元の合唱団
や市民など約50人が参加し、時代を超えて歌い継が
れる名曲を残した郷土の作曲家をしのびました。
　はじめに、遺影が飾られた墓前で龍淵寺の奥山亮
修住職が読経し、参列した各団体の代表者が焼香を
行いました。そのあと、浜辺の歌音楽館少年少女合
唱団、コール・もりよし、る・それいゆが合唱を披露。
　最後に参加者全員で「浜辺の歌」を高らかに合唱し、
成田為三先生の功績をたたえました。

墓前
演奏

　第５代鷹巣農林高等学校長である柘植六郎氏が所
有していた樺細工棚が、10月25日に市役所で河田弘
美さんから市に寄贈されました。
　寄贈された樺細工棚は、柘植氏の孫にあたる上野
誠さんから、旧鷹巣農林高校同窓会の河田弘美事務
局長に今年の春に届けられたもので、今後は長岐邸
で保管・展示されることになりました。
　寄贈にあたり津谷市長は「貴重なものを寄贈して
いただき感謝する。多くの市民の皆さんに見てもら
えるように、大事に保管する」などと述べました。

講座

　秋田県老人クラブ大会において秋田県知事賞等を
受賞した２個人７団体と関係者の計11人が、11月13
日に市役所を訪れ、津谷市長に受賞を報告しました。
　同大会における表彰は、老人クラブの組織づくり
や育成指導に特に功績のあった方、社会奉仕、地域
との交流等の活動を総合的に継続している老人クラ
ブを対象としており、この度受賞した個人・団体の
活動が評価されたものです。
　報告を受けた津谷市長は「皆さんのこれまでの活
動が認められ誇らしく思う」などとたたえました。

　地域防災力の向上に取り組んでいる舟見町地域安
全の会（成田光弘会長）が、11月16日に市役所を訪れ、
津谷市長に秋田県優良自主防災組織表彰の受賞を報
告しました。
　この度の受賞は、防災訓練や救命講習、子ども会
による「火の用心」巡回のほか、防災マップや防災広
報誌を作成するなど独自の取り組みを展開し、地域
防災力の向上に貢献したことが認められたものです。
　津谷市長は「これからも地域のつながりを大事に積
極的に活動してほしい」などと受賞をたたえました。

受賞
報告

人の輪でつなぐ地域といのち
北秋田市男女共同参画社会づくり講座

作文と標語で人権への理解を深める
「子ども人権デーの集い」in鷹南中

地域防災力の向上に貢献
秋田県優良自主防災組織表彰受賞報告

樺細工棚を長岐邸に展示
柘植六郎氏遺品の樺細工棚の寄贈

名曲を後世に伝える
成田為三先生墓前演奏

異常気象による災害への対応を学ぶ
火災予防運動中の防災講演会

老人クラブの活動が評価される
秋田県老人クラブ大会における受賞報告

表彰

寄贈 講演

つ  げ
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自分だけのオリジナル信号機自分だけのオリジナル信号機

　▲工夫したところ、難しかったところを発表

◆
販
売
・
交
流
コ
ー
ナ
ー

▽
街
な
か
マ
ル
シ
ェ

▽
比
内
支
援
学
校
た
か
の
す
校

▽
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
さ
え
」

◆
心
を
は
ぐ
く
む
絵
本
読
み
聞
か
せ

　
子
育
て
に
役
立
つ
読
み
聞
か
せ
の
仕
方

を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
19
日（
水
） 

10
時
〜

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
お
話
し
ピ
ッ
コ
ロ
の
皆
さ
ん

定
員　
20
人　
参
加
費　
無
料

申
込
締
切　
12
月
14
日（
金
）

期
間　
12
月
６
日（
木
）〜
25
日（
火
）

会
場　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
全
館
清
掃
に

よ
り
、
12
月
28
日
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

の
期
間
は
、
一
時
預
か
り
を
休
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
な
お
、
自
由
来
館
に
つ
い
て
は
、

平
常
通
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
各
種
講
座
や
グ
ル
ー
プ
が
学
習
し
た
成

果
を
発
表
し
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て

い
く
た
め
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

日
時　
12
月
16
日（
日
） 

10
時
〜
15
時

会
場　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◆
ス
テ
ー
ジ
発
表

▽
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ー　
大
川
龍
也
さ
ん

▽
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア　
成
田
友
加
子
さ
ん

▽
コ
ム
コ
ム
定
期
講
座

　
「
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
教
室
」

　
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

　
英
語
劇「
北
秋
田 

イ
ズ 

ワ
ン
ダ
フ
ル
！
」

▽
鷹
巣
よ
さ
こ
い
教
室
「
鳳
翔
華
」

◆
研
究
・
事
例
発
表

▽
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
さ
え
」

▽
秋
田
北
鷹
高
校 

家
庭
ク
ラ
ブ

▽
秋
田
北
鷹
高
校 

科
学
ク
ラ
ブ

◆
体
験
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

▽
七
日
市
公
民
館
「
わ
ら
細
工
講
座
」

▽
坊
沢
公
民
館
「
そ
ば
道
場
」

▽
き
ら
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会「
Ｗ
Ａ 

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」

▽
コ
ム
コ
ム
定
期
講
座

　
「
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
教
室
」

　
「
パ
ス
テ
ル
和
ア
ー
ト
」

　
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

▽
高
鷹
大
学 

写
真
ク
ラ
ブ

▽
秋
田
北
鷹
高
校 

家
庭
ク
ラ
ブ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
未
来

を
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
る

（
紡
ぐ
）
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
阿

仁
前
田
獅
子
踊
は
、
ぶ
っ
こ
み
（
行
列
）、

獅
子
踊
、
奴
踊
、
駒
踊
、
棒
使
い
、
神

楽
舞
の
順
番
で
す
。
神
楽
舞
は
獅
子
頭

に
布
の
胴
体
を
つ
け
て
舞
う
踊
り
で
す
。

　
毎
年
８
月
７
日
の
森
吉
山
麓
た
な
ば

た
火
ま
つ
り
、
８
月
13
日
の
盆
供
養
演

技
、
８
月
15
日
の
森
泉
荘
で
公
演
が
あ

り
ま
す
。
６
月
か
ら
10
月
ま
で
は
定
例

会
と
し
て
練
習
し
、
特
に
８
月
は
集
中

し
て
練
習
に
励
み
ま
す
。
現
在
の
会
員

は
約
30
人
で
す
。

◇
阿
仁
前
田
獅
子
踊
を
継
承
す
る
た
め

に
、
ど
ん
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か

　
未
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
と
て

も
大
切
で
す
。
今
年
も
森
吉
中
学
校
の

総
合
学
習
に
獅
子
踊
を
取
り
入
れ
て
も

ら
い
、
そ
の
お
か
げ
で
高
校
や
大
学
、

社
会
人
に
な
っ
て
も
続
け
る
方
が
多
く

い
ま
す
。
学
校
と
の
連
携
、
保
護
者
の

理
解
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
援
で
活
動

が
で
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
昔
は
獅
子
踊
を
観
る
こ
と
も
演
じ
る

こ
と
も
義
務
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
が
、

今
は
そ
う
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
も
う
一
度
、
前
田
地
区
の
皆

さ
ん
に
地
域
に
伝
わ
る
踊
り
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
、
今
年
か
ら
P
R

の
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
集
落
内
に
配
布
し

ま
し
た
。
見
学
者
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
、
踊
り
手
の
や
る
気
に
つ
な
が
り
ま

す
。
人
口
減
や
資
金
の
課
題
は
常
に
あ

り
ま
す
が
、
私
は
会
員
の
や
る
気
が
保

存
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
阿
仁
前
田
獅
子
踊
を
観
た
こ
と
の
な

い
方
に
Ｐ
Ｒ
を

　
阿
仁
前
田
獅
子
踊
は
、
毎
年
８
月
13

日
の
19
時
か
ら
集
落
内
の
庄
司
家
前
や

四
季
美
館
で
行
い
ま
す
。
懐
か
し
さ
と

迫
力
の
あ
る
伝
統
の
踊
り
を
観
に
、
ぜ

ひ
阿
仁
前
田
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
阿
仁
前
田
獅
子
踊
保
存
会

　
会
長 

北
村
文
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
阿
仁
前
田
）

公演後の２人
左：庄司武雄さん
右：北村会長　　 ⑦

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

〜
ま
な
ぼ
う・
あ
そ
ぼ
う・
つ
た
え
よ
う

　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

問

合
川
公
民
館
定
期
講
座

　
「
子
育
て
マ
マ
応
援
塾
」

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問

　「ロボットプログラミングKOOVで信号機をつく
ろう！」が10月22日、24日、26日の３日間、阿仁
合小学校で行われ、児童10人がプログラミング教
材KOOVを活用し、信号機作りに挑戦しました。
　参加した児童は、三國コンピュータースクールの
三國作智子先生から、３色のLEDライトを順番に
点滅させる方法を学び、ブロックとLEDライトを
組み合わせたオリジナルの信号機を作りました。
　この体験教室は、阿仁合いきいきタイムのほか、
沢口いきいきタイム、合川いきいきタイムでも行わ

れており、12月には米内沢いきいきタイム、前田
いきいきタイムの２か所で行われます。～放課後子ども教室「阿仁合いきいきタイム」～

行動人に学ぶ～菊の寄せ植え体験行動人に学ぶ～菊の寄せ植え体験

　▲色鮮やかな菊の寄せ植えを体験する参加者

　山野草の育て方や寄せ植えの技法を学び、仲間づ
くりに活かすため、北秋地区生涯学習奨励員協議会
「研究大会」が、11月７日に上小阿仁村生涯学習セ
ンターで開催されました。
　この日、講師に迎えた山形正雄さんは、15年ほ
ど前から上小阿仁村生涯学習奨励員として活動して
おり、山野草の展示会や小学生、一般向けの寄せ植
え体験の指導を行っています。
　参加した13人は、山形さんから菊の根についた
土の落とし方や鉢に土を入れる際の注意点、水やり

の仕方などの説明を受けながら、菊の寄せ植えを完
成させました。～北秋地区生涯学習奨励員協議会「研究大会」～

協議会の発展に向けて協議会の発展に向けて

　▲個人で行っている活動についても紹介

　八郎潟町生涯学習奨励員協議会の会員11人が、
11月10日に市民ふれあいプラザに来館し、北秋田市
生涯学習奨励員協議会との情報交換会を行いました。
　この日は、協議会で実施している特徴的な取り組
みや事業の進め方など積極的な意見交換が行われ、
両協議会のさらなる発展に向けた話題で盛り上がり
ました。
　このあと、会員の皆さんは施設内を見学し、地場
産の素材を活用した建築内容に興味を示したほか、
八郎潟町の公共施設「はちパル」についての情報を

提供してもらい、今後の交流につながる視察研修と
なりました。～八郎潟町生涯学習奨励員協議会視察研修～

クーブ

こうどうびと

ワ　
　

 

ロ 

ッ 

ク

な
ご
み

　
　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ス
マ
ス
展

申
問

　
　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

ね
ま
ー
る
広
場
の
一
時
預
か
り
休
止

申
問

（　　　　　　　　 ）



北秋田市ふるさと大使に就任北秋田市ふるさと大使に就任

高橋克典高橋克典さんさん高橋克典高橋克典高橋克典高橋克典さんさんさんさん

父
親
が
綴
子
出
身

就
任
は
大
き
な
喜
び
で
誇
り

　
　
　
　
　
　
　
津
谷
市
長

北
秋
田
市
の
た
め
に
尽
力
し

た
い
　
　
　
　
　
高
橋
さ
ん

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
産
業
祭
の

行
事
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

　俳優の高橋克典さんの北秋田市ふるさと大使就任式が、10月28日に産業祭が開催されている鷹巣体育館で
行われ、多くの市民やファンに温かく迎えられ、ふるさと大使に就任しました。

　
北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
大
使
は
、
本
市

の
魅
力
や
取
り
組
み
を
情
報
発
信
す
る

活
動
を
通
じ
て
、
本
市
の
知
名
度
向
上

と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
、
地
域

振
興
と
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
界

や
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
本
市
出
身

者
ま
た
は
、
ゆ
か
り
の
あ
る
方
を
大
使

と
し
て
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

　
高
橋
さ
ん
は
、俳
優
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
な
ど
で
幅
広
く
活
躍
中
で
「
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
金
太
郎
」
や
「
特
命
係
長
只

野
仁
」
な
ど
の
人
気
ド
ラ
マ
で
主
演
し

た
ほ
か
、
数
多
く
の
ド
ラ
マ
、
映
画
に

出
演
し
、
表
現
力
や
演
技
力
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
人
気
の
実
力
派
俳
優
で

す
。
音
楽
家
の
父
親
が
綴
子
出
身
と
い

う
縁
か
ら
、
こ
の
度
、
ふ
る
さ
と
大
使

へ
の
就
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
就
任
式
で
は
、
津
谷
市
長
が
委
嘱
状

と
ふ
る
さ
と
大
使
の
名
刺
が
入
っ
た
秋

田
八
丈
の
名
刺
入
れ
を
手
渡
し
「
就
任

は
北
秋
田
市
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で

あ
り
誇
り
。
仕
事
の
合
間
に
で
も
市
を

Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。
高
橋
さ
ん
を
市
民

と
一
緒
に
な
っ
て
応
援
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
委
嘱
状
を
受
け
取
り
、
ふ
る
さ
と
大

使
に
就
任
し
た
高
橋
さ
ん
は
「
父
親
が

綴
子
出
身
で
、
子
ど
も
の
頃
に
何
度
も

遊
び
に
来
て
い
た
。
夏
休
み
に
カ
ブ
ト

ム
シ
を
と
っ
た
り
、
い
ろ
り
の
あ
る
部

屋
に
泊
ま
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
る
。
今
で
も
心
の
ど
こ
か
に
は
、
深

く
静
か
な
こ
の
土
地
の
記
憶
が
あ
り
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
訪
れ
て
み
る
と
、

と
て
も
落
ち
着
い
た
気
持
ち
に
な
る
。

皆
さ
ん
に
地
域
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
北
秋
田
市
の
た

め
に
尽
力
し
た
い
」
な
ど
と
今
後
の
活

動
に
意
欲
を
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
津
谷
市
長
と
教
育
委
員

会
の
シ
ョ
ー
ン
・
コ
リ
ガ
ン
さ
ん
と
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら

笑
い
や
拍
手
が
沸
き
起
こ
る
楽
し
い

ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
Ｂ
Ｍ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

２
０

１
８
プ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
認
定
証
の

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を
務
め
た
ほ
か
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
の「
バ
タ
ー
餅
の
餅
ま
き
」で
は
、

観
客
に
バ
タ
ー
餅
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
産
業
祭
は
、
市
全
体
の
地
場
産
業
の

振
興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
市
や
商
工
会
、Ｊ
Ａ
な
ど
で
作
る

実
行
委
員
会
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
で
12
回
目
を
迎
え

ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
産
業
で
創

る 

地
域
の
魅
力 

未
来
へ
進
も
う
北
秋

田
！
」。
会
場
に
は
65
事
業
所
が
出
展

し
ま
し
た
。

　
技
術
や
物
に
触
れ
、
地
元
に
誇
り
を

　
持
っ
て
も
ら
い
た
い 

〜
津
谷
市
長

　
27
日
の
午
前
10
時
に
体
育
館
ス
テ
ー

ジ
で
行
わ
れ
た
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

主
催
者
を
代
表
し
て
津
谷
市
長
が
「
産

業
祭
を
通
じ
て
地
元
の
高
い
技
術
、
生

産
物
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
元
に

誇
り
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

う
。
北
秋
田
市
の
魅
力
を
発
見
し
、
楽

し
い
２
日
間
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
あ
と
、
各
団
体

の
代
表
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
産

業
祭
の
開
催
を
祝
い
ま
し
た
。

　
農
産
物
品
評
会
表
彰
で
は
、
今
年
の

品
評
会
に
出
展
さ
れ
た
農
産
物
２
５
５

点
の
中
か
ら
、
市
長
賞
（
２
点
）、Ｊ
Ａ

鷹
巣
町
組
合
長
賞
（
４
点
）、Ｊ
Ａ
あ
き

た
北
央
組
合
長
賞
（
４
点
）、
秋
田
県

た
ば
こ
耕
作
組
合
長
賞
（
１
点
）
の
１

等
賞
に
11
点
、
２
等
に
20
点
、
３
等
賞

に
24
点
の
計
55
点
の
農
産
物
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、
農
産
物
の
展
示
、
各
事

業
所
に
よ
る
展
示
や
販
売
、
秋
田
内
陸

線
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
サ

ブ
体
育
館
の「
び
っ
く
り
商
業
祭
」で
は
、

農
産
物
や
お
菓
子
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な

ど
が
格
安
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
駐
車
場
で
は
、
自
衛
隊
・
警
察
・
消

防
の
車
両
展
示
、
地
震
体
験
車
コ
ー

ナ
ー
、
重
機
の
展
示
の
ほ
か
、
地
元
飲

食
店
に
よ
る
屋
台
、
秋
田
犬
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
大
勢
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、恒
例
と
な
っ
た「
坊

沢
の
豆
腐
早
食
い
競
争
」、「
や
ま
の
い

も
と
ろ
ろ
飯
大
食
い
大
会
」
の
ほ
か
、

「
大
根
す
り
お
ろ
し
選
手
権
」
と
い
っ

た
来
場
者
参
加
型
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
Ｂ
Ｍ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
８
プ
ロ

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

７
事
業
所
か
ら
先
着
３
０
０
人
の
来
場

者
に
よ
る
バ
タ
ー
餅
の
味
を
競
う
投
票

が
行
わ
れ
「
精
ま
い
家
」、「
鷹
松
堂
」、

「
み
う
ら
庵
」、「
大
川
米
屋
」
の
４
事

業
所
が
Ｂ
Ｉ
Ｇ
４
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
産
業
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、Ｂ
Ｉ

Ｇ
４
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任

し
た
高
橋
克
典
さ
ん
ら
に
よ
る
北
あ
き

た
バ
タ
ー
餅
の
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
２

日
間
に
わ
た
る
産
業
祭
の
最
後
を
盛
大

に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　第12回北秋田市産業祭が、10月27日・28日の２日間、鷹巣体育館を会
場に行われ、農・工・商全般にわたる展示品の観覧や特産品を買い求める
多くの市民でにぎわいました。

　第12回北秋田市産業祭が、10月27日・28日の２日間、鷹巣体育館を会
場に行われ、農・工・商全般にわたる展示品の観覧や特産品を買い求める
多くの市民でにぎわいました。

ＢＭセレクション2018プロコンテストBIG４の皆さんＢＭセレクション2018プロコンテストBIG４の皆さん びっくり商業祭びっくり商業祭

産業祭産業祭
第12回第1 2回
北秋田市北秋田市

産業で創る 地域の魅力 未来へ進もう北秋田！産業で創る 地域の魅力 未来へ進もう北秋田！
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高
橋
さ
ん
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画

が
届
き
ま
し
た
。

坊沢の豆腐早食い競争坊沢の豆腐早食い競争

255点が出品された農産物品評会255点が出品された農産物品評会

各事業所による展示 各事業所による展示 



伊勢堂岱遺跡ジュニアシンポジウム／お知らせ 第13回浜辺の歌音楽祭／市長ダイアリー
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第
13
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
が
、
11
月
３

日
に
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

市
内
の
小
・
中
学
生
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
が
成
田
為
三
の
楽
曲
や
趣
向
を
凝
ら
し

た
合
唱
曲
を
発
表
し
、
美
し
い
歌
声
を
響

か
せ
ま
し
た
。

　
同
音
楽
祭
は
「
浜
辺
の
歌
」
を
は
じ
め

優
れ
た
童
謡
や
歌
曲
な
ど
を
数
多
く
作
曲

し
た
、
米
内
沢
出
身
の
成
田
為
三
を
顕
彰

す
る
と
と
も
に
、
歌
声
の
あ
ふ
れ
る
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
18
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
回
が
13
回
目
。
今
年
は
小
・
中

学
校
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
19
団
体
、

約
７
６
０
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
「
浜
辺
の
歌
」

と
「
北
秋
田
市
民
歌
」
を
参
加
者
全
員
が

合
唱
。
続
い
て
主
催
者
を
代
表
し
て
佐
藤

教
育
長
が
「
成
田
先
生
の
作
品
を
郷
土
の

誇
り
と
し
て
歌
い
、
未
来
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
、
北
秋
田
市
民
の
義
務
で
も

あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
こ
の
音
楽
祭
も
そ

の
機
会
の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
が
毎
日
練

習
を
重
ね
て
き
た
様
々
な
曲
を
心
を
込
め

て
歌
い
、
成
田
先
生
の
作
品
、
音
楽
と
合

唱
の
す
ば
ら
し
さ
を
分
か
ち
合
う
一
日
と

し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
斎
藤
洋
氏
の

記
念
演
奏
が
行
わ
れ「
浜
辺
の
歌
変
奏
曲
」

な
ど
４
曲
を
演
奏
し
、
繊
細
な
音
色
と
旋

律
で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
午
前
・
午
後

の
２
部
構
成
。
午
前
の
部
で
は
、
前
田
小

学
校
が「
ウ
ィ
ズ 

ユ
ー 

ス
マ
イ
ル
」、「
み

ん
な
が
み
ん
な
英
雄
」
の
２
曲
を
声
高
ら

か
に
合
唱
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
各
団
体

が
２
曲
か
ら
３
曲
の
合
唱
を
披
露
し
た
ほ

か
、
曲
に
合
わ
せ
た
振
り
付
け
な
ど
を
加

え
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
表
も
あ
り
、
各

団
体
と
も
心
を
一
つ
に
し
て
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま
し
た
。

第
13
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

美
し
い
歌
声
響
く▲会場全体に美しい歌声を響かせた阿仁合

小学校

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
11
月
４
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
が
今
年
の
活
動
の
経
過
や
意
見
発

表
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
感

じ
た
こ
と
や
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
は
、
遺
跡
へ
の
興
味
関
心
を
高

め
、
体
験
的
実
践
を
通
し
て
遺
跡
へ
の
愛

着
心
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
世
界
遺
産

登
録
推
進
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
27
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
ま
で
の
40
人
が
登
録
し
、
遺
跡
の
現
地

ガ
イ
ド
を
は
じ
め
、
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
で

の
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
は
じ

め
に
佐
藤
教
育
長
が
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の

素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
方
々
に
発
信
し
て

い
く
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
け
ば
い
い
の
か
一
緒
に
考
え
る
時

間
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
代
表
し
て
中
嶋
杏
莉
さ
ん
（
秋
田

北
鷹
高
１
年
）
が
「
私
た
ち
が
取
り
組
ん

で
き
た
ガ
イ
ド
体
験
や
様
々
な
活
動
で
感

じ
た
遺
跡
に
寄
せ
る
想
い
を
発
表
し
ま

す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
原
田
夏
南
さ
ん
（
合
川
小

５
年
）
と
梶
原
春
華
さ
ん
（
綴
子
小
５
年
）

が
、
鮭
の
稚
魚
を
放
流
し
た
カ
ム
バ
ッ
ク

縄
文
サ
ー
モ
ン
事
業
や
５
月
の
大
型
連
休

と
夏
休
み
に
行
な
っ
た
ガ
イ
ド
活
動
な
ど

を
報
告
。
さ
ら
に
意
見
発
表
で
は
、
佐
藤

凛
さ
ん
（
綴
子
小
６
年
）
が
「
遺
跡
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
り
、
世
界
遺
産
に
登
録
し

た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
目
標
を
持
つ
人
た
ち
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
、
そ
の
想
い
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
で
世
界
遺
産
へ
の
道
筋
が
見
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
」
な
ど
と
ガ
イ
ド
活
動

を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
意
見
発
表

▲伊勢堂岱遺跡への想いを発表したジュニ
アシンポジウム

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

10
月
18
日（
木
）

19
日（
金
）

21
日（
日
）

22
日（
月
）

23
日（
火
）

25
日（
木
）

26
日（
金
）

27
日（
土
）

28
日（
日
）

30
日（
火
）

11
月
1
日（
木
）

２
日（
金
）

５
日（
月
）

６
日（
火
）

７
日（
水
）

８
日（
木
）

９
日（
金
）

11
日（
日
）

12
日（
月
）

13
日（
火
）

15
日（
木
） ▽

国
立
市
・
北
秋
田
市
友
好
交
流
都
市
協
定
締
結
式（
北
欧
の
杜
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）▽
両
市
長
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
映
画

「
四
月
の
永
い
夢
」上
映
会（
文
化
会
館
）

▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
理
事
会
・
総
会（
藤
里

町
）▽
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
）▽
元
森
吉
町
議
会
議
員 

神
成
長
氏
死
亡
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）

▽
北
士
館
道
場
開
館
45
周
年
記
念
式
典（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
佐
々
木
弘
重
氏 

版
木
の
寄
贈（
本
庁
舎
）▽
東
北
国
道
協
議
会 

総

決
起
大
会（
秋
田
市
）

▽
東
海
地
区
企
業
懇
談
会
in
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ（
名
古
屋
市
）

▽
柘
植
六
郎
氏
遺
品 

樺
細
工
棚
の
寄
贈（
本
庁
舎
）▽
秋
田
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
定
例
会（
秋
田
市
）

▽
綴
子
地
区
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
行
政
懇
談
会（
綴
子
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
12
回
北
秋
田
市
産
業
祭 

開
会
式（
鷹
巣
体
育
館
）▽
第
13
回
北
秋

田
市
文
化
祭 

芸
術
文
化
表
彰
授
与
式（
文
化
会
館
）

▽
高
橋
克
典
氏 

北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
大
使
就
任
式
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

（
鷹
巣
体
育
館
）

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
98
回
取
締
役
会（
同
所
）▽

鷹
巣
町
役
場
職
員
Ｏ
Ｂ
友
の
会
秋
季
研
修
会（
耕
ホ
ー
ル
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
農
政
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

▽
各
期
成
同
盟
会
秋
季
合
同
要
望
活
動（
東
京
都
）

▽
北
秋
田
市
議
会
第
４
回
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市
議
会
全
員

協
議
会（
本
庁
舎
）

▽
盛
岡
秋
田
道
路
・大
曲
鷹
巣
道
路
整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
仙
北
市
）

▽
秋
田
県
市
長
会
表
彰
盾
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業

懇
談
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会 

要
望
活
動（
東
京
都
）

▽
北
秋
田
市
商
工
会 

市
長
と
の
懇
談
会（
本
庁
舎
）

▽
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会 

チ
ャ
リ
テ
ィ
婦
人
芸
能
祭（
文
化
会

館
）▽
阿
仁
自
治
会
長
会
研
修
会（
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
）

▽
元
阿
仁
町
長 

今
井
乙
麿
氏
叙
位
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
国
道
整
備

事
業
促
進
期
成
同
盟
会
合
同
要
望（
秋
田
市
）

▽
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
け
る
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
第
２

回
秋
田
県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会（
秋
田
市
）▽
知
事
と
市
町

村
長
と
の
行
政
懇
談
会（
秋
田
市
）

▽
県
選
出
等
国
会
議
員
と
秋
田
県
市
長
会
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）▽

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿
線
市
町
村
建
設
促
進
大
会（
東
京
都
）

▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業
首
都
圏
懇
談
会（
東
京
都
）

１月５日（土)～３月３日（日）１月５日（土)～３月３日（日）

販売・利用期間販売・利用期間

森吉山二次アクセス運営協議会事務局
（商工観光課内）☎62‐5370
森吉山二次アクセス運営協議会事務局
（商工観光課内）☎62‐5370

大人大人 小人小人

料金料金

◇秋田内陸線　鷹巣駅／阿仁合駅／角館駅
◇大館能代空港ターミナルビル㈱
◇奥の湯「森吉山荘」
◇クウィンス森吉
◇打当温泉「マタギの湯」

観光パス販売窓口

森吉山観光パス森吉山観光パス【冬季】【冬季】

森吉山の樹氷まるごと一日おたのしみ森吉山の樹氷まるごと一日おたのしみ

4,8004,800円円
（中学生以上）（中学生以上）

2,4002,400円円
（小学生）（小学生）

平成30年

12月１日～3 月31日
平成31年

対象期間

　対象期間中に大館能代空港を利用された方に片
道2,500円の助成をします。
《申請手続》　搭乗者本人または同居の家族
《申請書類》　申請書（要押印）／搭乗案内（ピンク
色）または搭乗券／窓口に来られる方の身分証明
《申請期限》　搭乗後 30日以内
《申請場所》　生活課または各総合窓口センター

大館能代空港利用促進事業北秋田市実行委員会
事務局（北秋田市総合政策課内）☎62‐6606

お問い合わせ

北秋田市民対象北秋田市民対象

大館能代空港利用者に大館能代空港利用者に

大館能代空港利用者に

大館能代空港利用者に大館能代空港利用者に大館能代空港利用者に

を助成を助成５,０００円５,０００円５,０００円５,０００円最大最大

片道２,５００円片道２,５００円片道２,５００円片道２,５００円

あ
ん
り

か
の
ん

は
る
か

り
ん

秋田
の冬

お問い合わせお問い合わせ
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■市民ふれあいプラザ ☎62‐1130
▼12/６（木）～25（火）フィンラン
ド・クリスマス展
■文化会館　☎62‐3311
▼12/２（日）カワイ音楽教室合同
発表会＝開演【１部】10：00～【２
部】13：30～入場無料
▼12/８（土）宝くじ文化公演クリ
スマスファミリーコンサートオー
ケストラで聴くジブリ音楽＝開演
14：00～　　1500円（高校生以下
1000円）　　2000円（高校生以下
1500円）
▼12/13（木）平成30年度北秋田市
民公開講座＝開演14：00～入場無料
▼12/24（月）全日本アンサンブル
コンテスト第41回秋田県大会県
北地区予選（高校・一般の部）＝開
演10：30～入場料300円
■合川公民館　☎78‐2114
【ロビー展】12/18（火）～１/16（水）
織姫クラブ
■浜辺の歌音楽館　☎72‐3014
▼12/22（土）浜辺の歌音楽館少年
少女合唱団クリスマスコンサート
＝開演18：30～

前売

12月の休館日
■鷹巣図書館 ☎62‐3311
　５日、12日、16日
　19日、23日、26日
【開館時間】 ９時～19時
　※土日、振替休日は17時まで
■森吉図書館 ☎72‐3192
　５日、12日、16日
　19日、23日、26日
【開館時間】 ９時～17時

当日

母
子
健
康
手
帳
交
付

日
に
ち　
12
月
３
日（
月
）、10
日（
月
）、

　
　
　
　
17
日（
月
）

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す
。

持
ち
物　
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

又
は
通
知
書
、本
人
確
認
書
類

※
交
付
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、必
ず
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
分
測
定
日

　

定
期
的
な
体
組
成
測
定
で
健
康
な「
か

ら
だ
」作
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

日
に
ち　
12
月
17
日（
月
）

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　
９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
（
所
要
時
間
15
分
〜
30
分
）

内
容　
体
組
成
測
定
、測
定
値
の
説
明
等

が
ん
サ
ロ
ン「
北
秋
田 

虹
の
会
」

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？（
個
人
情
報
は
守
り
ま
す
）

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
20
日（
木
） 

13
時
〜
15
時

場
所　
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設

　
　
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ・
北
秋
田
」

（
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

12
月
の
乳
幼
児
健
診・相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
／
バ
ス
タ
オ
ル
ほ
か

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　
12
月
26
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
30
年
８
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

日
に
ち　
12
月
26
日（
水
）

受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

対
象　
平
成
30
年
５
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　
12
月
26
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
30
年
２
月
生
ま
れ
の
子

▽
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

日
に
ち　
12
月
14
日（
金
）

受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

対
象　
平
成
29
年
11・12
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　
12
月
12
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
30
分
〜
12
時
45
分

対
象　
平
成
29
年
４・
５
月
生
ま
れ
の
子

▽
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査（
鷹
巣
地
区
）

日
に
ち　
12
月
19
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
28
年
５
〜
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
５
歳
児
健
康
相
談（
鷹
巣
地
区
）

日
に
ち　
12
月
25
日（
火
）

受
付
時
間　
13
時
〜
13
時
15
分

対
象　
平
成
25
年
10
〜
12
月
生
ま
れ
の
子

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
13
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
17
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
え
が
お
」

場
所　
前
田
公
民
館

日
時　
12
月
17
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
21
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　
12
月
28
日（
金
）

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
13
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
17
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
え
が
お
」

場
所　
前
田
公
民
館

日
時　
12
月
17
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
21
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　
12
月
28
日（
金
）

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

　
　
特
例
対
象
者
に
つ
い
て

　

次
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る
方
は
、日

本
脳
炎
予
防
接
種
の
特
例
対
象
者
と
な
り

ま
す
。

◇
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４
月

１
日
生
ま
れ
で
、接
種
日
に
お
い
て
20
歳

未
満
の
方

◇
平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
10
月

１
日
生
ま
れ
で
、接
種
日
に
お
い
て
９
〜

13
歳
未
満
の
方

※
対
象
年
齢
内
で
あ
れ
ば
、定
期
接
種
と

し
て
無
料
で
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。北

秋
田
市
に
住
所
登
録
の
あ
る
方
に
限
り
ま

す
の
で
、母
子
健
康
手
帳
で
４
回
の
接
種

が
完
了
し
て
い
る
か
確
認
し
、不
足
分
を

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　おかげさまで、市民の皆様か
らご好評いただき当事業の今年
度分の補助金が満額に達しまし
た。今後とも秋田内陸線への変
わらぬご愛顧をよろしくお願い
いたします。

貸切車両補助金
受付終了のお知らせ
貸切車両補助金
受付終了のお知らせ

平成30年度秋田内陸線乗車促進事業

問　 内陸線再生支援室 ☎82‐2114

12月 １月
施設の名称等

市役所各庁舎
市民ふれあいプラザ　コムコム
文化会館／鷹巣・森吉図書館／みちのく子供風
土記館
各公民館／阿仁・合川公民館図書館／交流センター
伊勢堂岱縄文館／浜辺の歌音楽館
各体育館／市民プール
北秋田市民病院
大太鼓の館 （叩き初めは、２日の11時から）
四季美館／湯の岱温泉 （31日は17時時まで）
阿仁伝承館・異人館
クリーンリサイクルセンター
鷹巣埋立地最終処分場／長下処分場（28日は最終処分場のみ休）
鷹巣斎場・清幸苑
し尿の汲み取り （年内の申込みは20日まで）

27日
（木）

28日
（金）

29日
（土）

30日
（日）

31日
（月）

1日
（火）

2日
（水）

3日
（木）

●休●休 ●休 ●休 ●休

●休●休 ●休 ●休 ●休

●休

年末年始のご案内年末年始のご案内 年末年始の市役所及び関連施設の休業（休館）日は
次のとおりです。　※　 が休業日●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休●休
●休

●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休
●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休●休
●休 ●休 ●休 ●休

●休●休
●休

●休 ●休 ●休 ●休●休

　
　
　

 　
　
医
療
健
康
課 

健
康
推
進
係

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐
６
６
６
６

申
問

　
健
康

■
12
月
４
日（
火
） 

北
秋
田
地
域
振
興
局

①
10
時
〜
11
時
45
分

②
13
時
〜
14
時
15
分

マ
ル
テ
ー
刷
毛
ロ
ー
ラ
ー
製
造
㈱

秋
田
工
場

15
時
〜
16
時
15
分

■
１
月
３
日（
木
）

ザ
・
ビ
ッ
グ
た
か
の
す
店

①
10
時
〜
11
時
45
分

②
13
時
〜
15
時
45
分

献血日程献血日程
（ （（

■スポーツ　☎62‐3800
▼12/１（土）～２（日）北秋田市中
学校招待新人バレーボール森吉大
会＝鷹巣体育館・森吉総合スポー
ツセンター
▼12/５（水）バランスボール教室
＝鷹巣体育館
▼12/８（土）北秋田市老人クラブ連
合会ユニカール大会＝鷹巣体育館
▼12/８（土）～９（日）秋田県県北
地区小学生バレーボール大会＝合川
体育館・森吉総合スポーツセンター
▼12/９（日）北秋田市民卓球大会
＝鷹巣体育館
▼12/12（水）バランスボール教室
＝鷹巣体育館
▼12/23（日）津谷永光杯ユニカー
ル大会＝鷹巣体育館
▼12/25（火）薬師山スキー場開き
＝薬師山スキー場
▼12/27（木）比内支援学校たかのす
校ユニホック交流大会＝鷹巣体育館
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す
こ
や
か
健
康
講
座

 　

元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に「
健
康
」

に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
・場
所・
内
容
】 

※
１
講
座
90
分

日
時　
12
月
21
日（
金
） 

13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

「
学
ぼ
う
！
乳
が
ん
」

秋
田
労
災
病
院 
佐
藤
茂
範 

氏

日
時　

１
月
16
日（
水
） 
13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

「
健
康
は
お
口
か
ら
〜
歯
周
疾
患
を
予

防
し
よ
う
〜
」

佐
藤
歯
科
医
院 

佐
藤
正
明 

氏

日
時　

２
月
15
日（
金
） 

13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

「
肝
臓
と
生
活
習
慣
病
」

北
秋
田
市
民
病
院 

安
次
嶺
拓
馬 

氏

日
時　

２
月
20
日（
水
） 

13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

「
元
気
に
長
生
き
！
認
知
症
の
予
防
」

遠
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク 

遠
藤
勝
實 

氏

日
時　

２
月
28
日（
木
） 

13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
予
防
と
治
療
」

ま
る
や
耳
鼻
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

丸
屋
信
一
郎 

氏

＊
各
回
阿
仁・
森
吉
・合
川
地
区
か
ら
バ
ス

が
出
ま
す
。要
申
込
み
。定
員
あ
り
。

詳
細
に
つ
い
て
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
づ
く
り
講
座

①「
生
き
づ
ら
い
社
会
に
生
き
て
い
く

〜
若
者
の
引
き
こ
も
り
か
ら
〜
」

日
に
ち　
12
月
７
日（
金
）

時
間　
10
時
30
分
〜
12
時
10
分

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

講
師　
臨
床
心
理
士 

濱
田
拓 

氏

※
秋
田
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

13
時
30
分
か
ら
若
者
・
引
き
こ
も
り
相
談

会
を
行
い
ま
す
。要
事
前
申
込
み
。

②「
あ
な
た
を
一
人
に
さ
せ
な
い
〜
高
齢

者
の
孤
立
の
実
態
か
ら
考
え
る
〜
」

日
に
ち　
12
月
20
日（
木
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蜘
蛛
の
糸

　
　
　
副
理
事
長 

米
谷
恭
一 

氏

※
要
事
前
申
込
み
。参
加
費
無
料
。阿
仁
・

森
吉
・合
川
地
区
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り
。

心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
員
養
成
講
座

日
に
ち　

12
月
７
日（
金
）、11
日（
火
）、

20
日（
木
）、１
月
11
日（
金
）

※
12
月
７
日（
金
）、20
日（
木
）は
心
の
健

康
づ
く
り
と
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。詳

細
は
申
込
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　

 　
　
医
療
健
康
課 

健
康
推
進
係

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐
６
６
６
６

申
問

　
健
康

精
神
保
健
相
談
・

　
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

日
に
ち　
12
月
28
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時（
受
付
13
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
前
日
午
前
ま
で
要
予
約

　
　

 

北
秋
田
保
健
所 

☎
62‐
１
１
６
５

梅
毒
が
増
加
し
て
い
ま
す
！

　
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
梅
毒
で
す
が
、

秋
田
県
で
も
近
年
最
多
の
報
告
が
さ
れ
て

い
ま
す
。妊
娠
中
の
女
性
が
梅
毒
に
感
染

す
る
と
、死
産
や
早
産
、新
生
児
死
亡
、奇

形
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　

県
内
の
各
保
健
所
で
は
、年
間
を
通
じ

無
料
・匿
名
に
よ
る
梅
毒
、エ
イ
ズ
を
含
む

性
感
染
症
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、お
近
く
の
保
健
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

 

北
秋
田
保
健
所 

☎
62‐
1
1
6
6

北
秋
田
市
民
公
開
講
座

　
難
し
い
認
知
症
を
寸
劇
と
講
演
で
楽
し

く
学
べ
ま
す
。こ
の
機
会
に
認
知
症
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち　
12
月
13
日（
木
）

時
間　
14
時
〜
16
時

場
所　
北
秋
田
市
文
化
会
館

寸
劇　
「
そ
ば
に
あ
る
ヌ
ク
モ
リ 

さ
び
し

さ
も
晴
れ
に
な
る
」＝
合
川
に
わ
か
劇
団

華
組

講
演　
「
認
知
症
の
症
状
と
治
療
に
つ
い

て
」＝
秋
田
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
今
野
直
樹
セ
ン
タ
ー
長（
た
か
の
す

今
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

※
参
加
無
料
。当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、

参
加
希
望
の
方
は
事
前
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

 

医
療
健
康
課
地
域
医
療
対
策
室

☎
62‐
６
６
２
６

い
の
ち
の
総
合
相
談
会

日
に
ち　
12
月
14
日（
金
）、15
日（
土
）

時
間　
10
時
〜
17
時

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

心
の
悩
み
、職
場
・
家
庭
の
問
題
、

多
重
債
務
な
ど

相
談
料　
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　

 

N
P
O
法
人
蜘
蛛
の
糸

☎
０
１
８‐
８
５
３‐
９
７
５
９

お
知
ら
せ

元旦マラソン元旦マラソン 参加者
募集中

　　　　　　　　　　　　《種目》　ファミリーコース２㎞ 
　　　　　　　　　　　　　　　　チャレンジコース４㎞
《受付》　８：40～９：30（開会式９：40） ／ 《申込期限》　12月16日（日）
《受付場所》　市民ふれあいプラザ コムコム ／ 《参加料》　300円
《申込方法》　ＦＡＸ　※申込用紙は各地区公民館にあります。
　　　　　　メール　kitaakita.athletics@gmail.com

１１
（火）

10：30（同時スタート）10：30（同時スタート）

　 北秋田市陸上競技協会（中村）☎090‐7072‐9546　　78‐2440申問 FAX

第１回第１回第２回第２回第３回第３回第４回第４回第５回第５回

Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
秋
田

　
県
内
企
業
に
よ
る
企
業
説
明
会
や
個
別

面
談
、Ａ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
と
し
た

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
や
各
相
談
ブ
ー
ス
に
よ
る

就
職
相
談
や
移
住
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

日
に
ち　
12
月
30
日（
日
）

時
間　
12
時
〜
15
時

場
所　
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ

　
　
　

１
階
き
ら
め
き
広
場

　

 

Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋
田

☎
０
１
２
０‐
１
２
２‐
２
５
５

申
問

読書感想文・感想画コンクール 作品募集！

　 鷹巣図書館（文化会館内） ☎62‐3311申問

▽ 読書感想文 ▽
◆応募区分　小学校の部（３年／４年／５年／６年）
／中学校の部／高校・一般の部

◆応募規定　読んだ本（作品）についての感想を綴っ
てください。応募作品は未発表のもので１人１点
とします。 ※教科書、雑誌は対象外

◆用紙及び枚数　《用紙》 400字詰原稿用紙
　　小学校の部 ３枚まで／その他の部 ５枚まで
　　※１行目に題名、次の行に学校名と
　　学年、氏名を書いてください。

▽ 読書感想画 ▽
◆応募区分　幼稚園・保育園の部（年長児）／小学校
の部（１年／２年）

◆応募規定　読んだ本（作品）についての感想を絵に
描いてください。応募作品は未発表のもので１人
１点とします。 ※教科書、雑誌は対象外

◆用紙　四つ切版の画用紙（色・縦横は自由）を用い、
素材は自由（絵の具、クレヨンなど）とします。

▽ 共通事項 ▽
◆応募資格　北秋田市に在住、在学、在勤する方
◆応募先　鷹巣図書館（北秋田市材木町２番３号）
　★幼稚園・保育園児、小・中学生は、所属する
園及び学校を通じて応募してください。

◆応募方法　読書感想文・感想画とも、応募票に
必要事項を記入の上、作品に貼ってください。

　★応募票配布場所…市内の図書館及び各公民館

◆締切日　平成31年１月18日（金）
◆入賞者発表　幼稚園・保育園児、小・中学生は、
所属する学校や園を通じて、一般の応募者に
は直接通知するほか、広報等で発表します。

◆表彰及び表彰式　特選、入選、佳作に選ばれた
方々に、賞状と記念品を授与します。

　　なお、表彰式は平成31年３月２日（土）に市
民ふれあいプラザコムコムで行います。

平成30年度

北秋田市
平成30年度

北秋田市

税国
民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税

第
６
期

第
４
期

の
納
期
限　
12
月
25
日

問

問

問

申
問
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60

い
よ
い
よ
冬
が
や
っ
て
き
ま
す
。
12
月
22
日
は
冬
至
。
昔
か
ら
健
康
と
金
運
を
祈
願
し
て
カ
ボ
チ
ャ
（
南
瓜
）
を

食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
保
存
が
き
く
栄
養
豊
富
な
カ
ボ
チ
ャ
で
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　
次
の
と
お
り
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、

皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
第
３
研
修
室

　
日
時　
12
月
４
日（
火
） 

10
時
〜
15
時

▽
老
人
憩
の
家
こ
と
ぶ
き
荘

　
日
時　
12
月
４
日（
火
） 

10
時
〜
15
時

▽
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
四
季
美
館

　
日
時　
12
月
４
日（
火
） 
10
時
〜
15
時

▽
阿
仁
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
日
時　
12
月
５
日（
水
） 
10
時
〜
15
時

　

 

秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

☎
０
１
８
６‐42‐
６
５
１
４

法
務
省
を
か
た
る
偽
は
が
き
に
注
意

　
今
年
、法
務
省
を
か
た
り「
総
合
消
費
者

料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
の
お
知
ら

せ
」な
ど
と
書
か
れ
た
偽
は
が
き
が
長
期

間
に
わ
た
り
県
内
全
域
に
届
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、財
産
の
差
し
押
さ
え
を
強
制

的
に
執
行
す
る
な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、

弁
護
士
の
紹
介
費
用
名
目
な
ど
で
金
銭
を

要
求
す
る
架
空
請
求
詐
欺
の
手
口
で
す
。

　

こ
う
し
た
は
が
き
が
届
い
て
も
、絶
対

に
連
絡
先
に
電
話
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

北
秋
田
警
察
署 

☎
62‐
１
２
４
５

農
地
中
間
管
理
機
構
を

　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か
？

　

農
地
中
間
管
理
事
業
は
、農
地
の
貸
し

借
り
を
行
う
国
の
事
業
で
、耕
作
さ
れ
な

く
な
る
農
地
を「
農
地
の
受
け
皿
」で
あ
る

農
地
中
間
管
理
機
構（
秋
田
県
農
業
公
社
）

が
借
り
受
け
、担
い
手
農
家
に
貸
し
付
け

る
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
事
業
開
始
以
来
、県
内

全
て
の
市
町
村
で
こ
の
事
業
が
活
用
さ
れ

て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
秋
田
県
で
の
活
用

実
績
は
、全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　
農
地
を
大
切
に
守
り
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
た
め
に
、農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ

る
農
地
の
貸
し
借
り
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
 

公
益
社
団
法
人
秋
田
県
農
業
公
社
農

地
管
理
部
農
地
集
積
課

☎
０
１
８‐
８
９
３‐
６
２
２
３

放
送
大
学 
４
月
入
学
生
募
集

　

心
理
学
・
福
祉
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
、約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

出
願
期
間

【
第
1
回
】２
月
28
日（
木
）ま
で

【
第
２
回
】３
月
17
日（
日
）ま
で

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８‐
８
３
１‐
１
９
９
７

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

【
共
通
事
項
】

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

▽
エ
ク
セ
ル
関
数
と
マ
ク
ロ
機
能
初
級
講
習

期
間　

１
月
10
日（
木
）、11
日（
金
）

時
間　
８
時
30
分
〜
15
時

定
員　
先
着
10
人

内
容　
エ
ク
セ
ル
関
数
と
マ
ク
ロ
機
能
を

活
用
し
、定
型
業
務
を
自
動
化・効
率
化
す

る
方
法

テ
キ
ス
ト
代　
５
４
０
円

申
込
締
切　
12
月
19
日（
水
）

▽
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

期
間　

１
月
23
日（
水
）、24
日（
木
）

時
間　
８
時
50
分
〜
17
時
15
分

定
員　
先
着
15
人

内
容　
ガ
ス
溶
接
等
の
業
務
に
従
事
さ
れ

る
方
を
対
象
と
し
た
、労
働
安
全
衛
生
法

に
基
づ
く
技
能
講
習

テ
キ
ス
ト
代　
８
６
４
円

申
込
締
切　
12
月
19
日（
水
）

▽
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

期
間　

２
月
26
日（
火
）〜
28
日（
木
）

時
間　
８
時
50
分
〜
17
時
15
分

定
員　
先
着
10
人

内
容　
ア
ー
ク
溶
接
機
を
用
い
て
行
う
金

属
の
溶
接
や
溶
断
等
の
業
務
に
従
事
さ
れ

る
方
を
対
象
と
し
た
特
別
教
育

テ
キ
ス
ト
代　

１
０
８
０
円

申
込
締
切　

１
月
25
日（
金
）

　
　

 

鷹
巣
技
術
専
門
校 

☎
84‐
８
３
５
１

求
職
者
向
け
職
業
訓
練
生
の
募
集

訓
練
期
間　

２
月
１
日（
金
）〜

　
　
　
　
　
７
月
26
日（
金
）（
６
か
月
）

時
間　
９
時
20
分
〜
15
時
40
分

会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

訓
練
科（
定
員
）

▽
金
属
加
工
技
術
科（
15
人
）

▽
電
気・通
信
施
工
技
術
科（
15
人
）

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科（
15
人
）

募
集
締
切　
12
月
25
日（
火
）

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込

を
さ
れ
て
い
る
方

　
　

 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

☎
０
１
８‐
８
７
３‐
３
１
７
８

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

《
一
般
採
用
試
験
》

受
付
期
間　

１
月
７
日（
月
）ま
で

応
募
資
格　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒

業
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了

者（
見
込
み
も
含
む
）

試
験
日　

１
月
19
日（
土
）　

試
験
会
場　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

※
出
張
所
で
は
、各
種
募
集
案
内
、職
種
説

明
な
ど
の
個
別
説
明
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部 

大
館

出
張
所 

☎
０
１
８
６‐42
‐
１
３
９
８

申
問

申
問

申
問

問問

問問

第11回 KITAAKITA第11回 KITAAKITA

12月９日（日）～２月３日（日）点灯期間点灯期間

イベント日程イベント日程

当日は15：45までに秋田内陸線鷹巣駅向かいの
「コミュニティステーションKITAKITA」集合！

　 北秋田きらフェス実行委員会 ☎090‐1110‐9015問
「北秋田市市街地にぎわい再生支援事業費補助金」活用事業

サンタパレード

オープニングイベント点灯式

サンタパレード

オープニングイベント点灯式

1212９９
日 16時～16時～

点灯時間点灯時間

メイン会場メイン会場

Facebook

12月16日（日） 銀座通り商店街×宝探し！
 コムコム生涯学習フェスタコラボ
１月６日（日） 銀座通り商店街×宝探し！
２月２日（土） 白い風と遊ぼうコラボ
２月３日（日） コムバンROCK×きらフェスライブ

ハローキティ
ハローキティ

今年は
とコラボレーション!!

17時～22時

米代児童公園

～認知症を学ぶ～まちかどカフェ
　認知症で悩んでいる方、介護されてい
る方、支えている地域の人との出会いの
場に、お気軽にお立ち寄りください。

日　時 開催場所
12月11日（火） 10時～12時 森吉コミュニティセンター
12月12日（水） 10時～15時 げんきワールド
12月14日（金） 10時～12時 阿仁山村開発センター
12月19日（水） 10時～12時 合川庁舎
問　 地域包括支援センター ☎69‐7061

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

　
　
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

　
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
、当
時
、林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入

し
て
い
た
方
、も
し
く
は
加
入
し
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
方
で
、退
職
金
請
求
手
続

き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、お

気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３‐
６
７
３
１‐
２
８
８
９

問
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お
知
ら
せ

働
き
方
が
変
わ
り
ま
す
！

　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
働
き
方
改
革

関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

《
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
》　

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ

ま
す
！

②
年
次
有
給
休
暇（
年
５
日
）の
確
実
な
取

得
が
必
要
で
す
！

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働

者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ

ま
す
！

《
働
き
方
改
革
関
連
法
セ
ミ
ナ
ー
》

　

秋
田
労
働
局
で
は
、県
内
各
地
で
働
き

方
改
革
関
連
法
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
北
秋
田
会
場
】

日
に
ち　
平
成
31
年
２
月
18
日（
月
）

時
間　
14
時
〜
16
時

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
講
堂

※

要
事
前
申
込
み
。詳
細
は
秋
田
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

秋
田
労
働
局
雇
用
環
境・
均
等
室

☎
０
１
８‐

８
６
２‐

６
６
８
４

　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

胡桃館団地・・・綴子字胡桃館２★
簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～37,200円
林岱団地・・・八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,200円～18,200円
松ケ丘団地・・・川井字松石殿1‐254★
木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額16,800円～38,600円
田の沢団地・・・川井字五郎左ェ門田の沢１★
木造２階６戸建２ＬＤＫ 
月額18,900円～43,600円（共益費400円）
御嶽団地・・・本城字上悪戸31‐1★
木造平屋２戸建２ＬＤＫ 月額18,700円～43,000円
伊勢ノ森団地・・・米内沢字伊勢ノ森37‐18★
木造２階建１戸建３ＤＫ 月額23,700円～54,500円
上新町団地・・・阿仁水無字上新町東裏17‐1★
木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額19,800円～45,600円
上岱団地・・・阿仁水無字上岱64‐2★

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～24,600円

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,000円～23,700円
畑町団地・・・阿仁水無字畑町東裏147（共益費200円）

▽木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,600円～54,400円★

▽木造平屋４戸建１ＬＤＫ 月額18,900円～43,500円

▽木造平屋４戸建３ＬＤＫ 月額26,800円～61,600円★
三両団地・・・阿仁水無字寺後1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額11,100円～22,200円
比立内団地・・・阿仁比立内字狐台13‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額10,000円～20,400円
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,600円
（共益費800円、駐車場使用料1,400円/台）
陣場岱第２団地･･･阿仁前田字陣場岱22‐4
木造平屋２戸建１ＬＤＫ 月額10,700円～24,600円
上杉団地･･･上杉字上屋布岱61‐47★
木造平屋１戸建４ＬＤＫ 月額47,000円～80,000円
※★印の住宅は単身入居できません

各住宅の設備等については、市のホームページを
ご覧になるか、お問い合わせください。

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　12月３日（月）～ ７日（金）
　　　　　　第２回　12月17日（月）～ 21日（金）
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③
　
④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

市営住宅入居者募集市営住宅入居者募集

道路の除排雪作業に

ご理解とご協力を

道路の除排雪作業に

ご理解とご協力を

　市では、降雪時の安全で円滑な道路交通を確保す
るため、適切な除雪作業を進めています。
　効率よく安全な除雪作業を実施するため、次のよ
うな点について、ご理解とご協力をお願いします。

【お問い合わせ】
《市道、雪捨て場》
　建設課管理係 ☎72‐3116
《国道105号、285号、県道》
　北秋田地域振興局建設部 ☎62‐1834

◎路上駐車はやめてください

　路上駐車部分の除雪ができず、道路幅が狭くな
ります。交通渋滞や交通事故、除雪作業が遅れる
原因になりますので絶対にやめてください。

◎自宅前は自分で除雪してください

　できる限り配慮していますが、除雪車が通った
後はどうしても雪が残ってしまいます。通勤や通
学時間帯までに交通を確保するため、沿道一軒一
軒の出入口の除雪や各家庭の時間帯に合わせた作
業を行うことはできません。ご自宅前の除雪には
大変ご苦労されていると思いますが、ご理解くだ
さい。また、お年寄り世帯などの除雪についても
近隣でのご協力による除雪をお願いします。

◎深夜・早朝の作業にご理解ください

　除雪作業は、交通量の少ない深夜から早朝にか
けて行います。除雪車のエンジン音や振動でご迷
惑をおかけしますが、快適で安全な通勤・通学路
確保のためご理解ください。

◎道路に雪を捨てないでください

　道路に雪を捨てられると、交通・歩行の支障と
なり事故の原因はもちろん、消防車や救急車が通
れなくなり大変危険です。排雪は市指定の雪捨て
場を利用してください。

◎沿道の空地や田畑の利用にご協力ください

　道路沿いの空き地や田畑に雪を押し出させてい
ただく場合がありますので、あらかじめご了承く
ださい。

◎道路に置いてある物は撤去してください

　歩道等へ乗り入れるための「歩み板」や道路に
置いてある物は、除雪車が引っかけて周囲の物を
壊してしまう原因にもなりますので、できるだけ
撤去してください。

◎雪捨てのために開けた側溝のふたは作業

　後は元に戻してください

　歩行者の転落や車の脱輪など、重大事故につな
がります。作業後にしっかり閉めて元どおりに戻
してください。

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.03
0.03
0.04
0.06
0.03
0.03
0.04

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（11月14日測定）空間線量調査（11月14日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

住
生
活
総
合
調
査
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

12
月
１
日
、全
国
で
住
生
活
総
合
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
、住
生
活
の

安
定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推

進
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、10
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅・
土

地
統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
の

中
か
ら
一
部
を
選
び
、全
国
で
12
万
世
帯

を
対
象
に
行
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

 

都
市
計
画
課
都
市
計
画
住
宅
係

☎
72‐

５
２
４
６

問問

　滝ノ沢バイパスが、平成30年11月24日（土）の
15時に開通します。これに伴い、現在通行してい
る国道285号の下図の区間を「冬期通行止」とし
ますので、ご理解をよろしくお願いいたします。

　 北秋田地域振興局建設部保全環境課 ☎62‐1834問

滝ノ沢バイパスの開通に伴う
道路の通行規制について

滝ノ沢バイパスの開通に伴う
道路の通行規制について

国道 285 号

《冬期通行止開始》
11月24日（土）19時～

●

●

●

●

至
 鷹
巣

滝ノ沢バイ
パス

火葬場
清幸苑

至 

上
小
阿
仁
村

Ｒ２８
５

冬期閉鎖区間

Ｒ
１
０
５

阿
仁
川

米内沢小学校米内沢小学校

米内沢駅米内沢駅

森吉交番森吉交番
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北
秋
田
市
民
病
院 

休
診
日

▽
休
診
日
な
し

　
 

北
秋
田
市
民
病
院 

☎
62‐
７
０
０
１

市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
10
月
》

▽
慶
弔
費　

１
万
円　
　
　　
（
１
件
）

▽
会　
費　
10
万
７
８
６
６
円
（
10
件
）

▽
そ
の
他　
６
万
２
３
０
０
円
（
５
件
）

▽
合　
計　
18
万　

１
６
６
円
（
16
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
た
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

入
札
結
果
の
公
表
《
10
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
道
路
改
良
工
事（
そ
の
他
市
道
北
家
下

〜
大
町
線
ほ
か
）／
２
５
８
６
万
６
０
０

０
円
／
㈱
津
谷
組
▼
道
路
維
持
工
事（
１

級
市
道
李
岱
羽
根
山
線
ほ
か
）／
１
６
４

１
万
６
０
０
０
円
／
㈲
宗
和
▼
公
共
下
水

道
管
渠
補
修
工
事（
合
川
処
理
区
そ
の
１
）

／
３
２
４
万
円
／
㈲
宗
和
▼
交
通
安
全
施

設
工
事（
１
級
市
道
荒
瀬
川
線
）／
３
７
８

万
円
／
山
一
林
業
㈱
▼
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か

の
す
浴
槽
取
替
工
事
／
２
８
４
万
５
８
０

０
円
／
㈱
柴
田
水
道
施
設
▼
排
水
維
持
工

事（
１
級
市
道
李
岱
芹
沢
線
）／
６
０
１
万

５
６
０
０
円
／
㈲
工
藤
設
備
工
業
所
▼
ト

ン
ネ
ル
補
修
工
事（
根
子
ト
ン
ネ
ル
）／
１

億
３
６
８
万
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
防
火
水

槽
新
設
・
撤
去
工
事（
本
城
地
区
）／
８
８

５
万
６
０
０
０
円
／
㈲
米
広
組
▼
栄
公
民

館
建
設
工
事（
外
構
工
事
）／
１
１
５
０
万

２
０
０
０
円
／
㈲
松
尾
土
木
▼
農
地
災
害

復
旧
工
事（
中
小
又
沢
地
区
）／
１
６
７
４

万
円
／
㈲
松
尾
土
木
▼
農
業
災
害
復
旧
工

事（
２
工
区
）／
１
７
２
２
万
６
０
０
０
円

／
㈱
上
杉
組
▼
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

事（
柏
木
岱
家
ノ
前
地
区
）／
５
７
２
万
４

０
０
０
円
／
㈲
庄
栄
組
▼
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
工
事（
突
瀬
沢
地
区
）／
３
７
８
万

円
／
㈲
阿
仁
土
建
▼
道
路
維
持
工
事（
１

級
市
道
脇
神
〜
舟
場
線
）／
４
１
０
万
４

０
０
０
円
／
㈲
中
嶋
施
設
工
業
▼
南
鷹
巣

団
地
構
内
通
路
造
成
工
事
／
２
５
９
万
２

０
０
０
円
／
㈲
千
葉
建
設
▼
北
秋
田
市
林

業
研
修
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
／
２
４
４
０

万
８
０
０
０
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
鷹
巣
陸

上
競
技
場
駐
車
場
ト
イ
レ
解
体
工
事
／
３

１
８
万
６
０
０
０
円
／
㈱
芳
賀
工
務
店
▼

市
民
プ
ー
ル
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
交
換
工
事

／
１
９
９
８
万
円
／
㈲
中
嶋
施
設
工
業
▼

市
民
プ
ー
ル
大
断
面
集
成
材
塗
装
塗
替
工

事
／
８
５
３
万
２
０
０
０
円
／
㈱
佐
藤
庫

組
▼
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
床
材
張
替
工

事
／
８
５
０
万
７
１
６
０
円
／
㈲
碇
谷
建
築

　

 

財
政
課
財
政
係 

☎
62‐
６
６
０
７

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
出
張
セ
ン
タ
ー
開
設
日

日
時　

１
月
６
日（
日
） 

11
時
〜
16
時

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
研
修
室
Ａ

内
容　
①
会
員
登
録
②
お
相
手
検
索
③
結

婚
に
関
す
る
相
談

※
完
全
予
約
制
。
開
設
日
の
２
日
前
ま
で

に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

 

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
北
セ

ン
タ
ー　
０
８
０
０‐
８
０
０‐
０
４
１
３

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

小
笠
原
雅
子

池
端
ツ
ヱ

大
川
慎
一

津
谷
ヒ
デ
子

永
井
與
藏

長
崎
ミ
ヱ

成
田
順
子

神
成
博
子

五
十
嵐
ヒ
サ

篠
原
重
夫

森
川
チ
ヱ

佐
藤
タ
ツ
コ

中
島
リ
ツ

畠
山
フ
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ち
ゃ
ん総人口　32,305人（37人減）【153人】

男　　15,124人（23人減）【 10人】
女　　17,181人（14人減）【143人】

　　出生 7人　　転入 48人
　　死亡 54人　　転出 38人
世帯数 14,100世帯（３世帯増）【148世帯】

人口と世帯数
※10月31日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民
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　対象となるのは応急の診察を要する方です。

63‐2700
62‐1155
62‐1400
72‐4501
78‐3161
62‐2261
69‐7311
62‐1146
63‐0515
60‐1055
69‐5300
82‐2351
63‐2700
62‐7001
62‐1101
62‐7001
62‐1146
72‐4501
62‐1400
62‐1155
69‐7311
60‐1055
62‐7001
62‐7001
63‐0515
82‐2351
62‐1101
69‐5300
62‐7001
62‐7001
62‐7001

たむら内科クリニック
近 藤 医 院
まるや耳鼻科クリニック
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
津 谷 内 科
児玉内科クリニック
奈 良 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
う え だ ク リ ニ ッ ク
毛利整形外科クリニック
阿 仁 診 療 所
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
米 内 沢 診 療 所
まるや耳鼻科クリニック
近 藤 医 院
児玉内科クリニック
う え だ ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
阿 仁 診 療 所
盛 岡 外 科 医 院
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜

問

市民プール遊泳場 一時休業期間変更市民プール遊泳場 一時休業期間変更
　12月１日～28日までを一時休業期間としておりまし
たが、工事期間の関係上、12月中は通常通り開館に変更と
し、下記の期間を新たに一時休業とさせていただきます。
　利用者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いいたします。

《休業期間》　１月４日（金）～１月31日（木）
※トレーニングルームは通常開館しますのでご利用ください。

　 市民プール ☎62‐5001　鷹巣体育館 ☎62‐3800

　 香風書道連合会（佐藤） ☎66‐2132　  62‐2134

新春書き初め会新春書き初め会第２回第２回

１月19日（土） 13：30～15：30（受付13：00～）
市民ふれあいプラザ 多目的ホール

　日本の伝統文化である書き初めで、新年をスタート
させませんか。みんなで楽しく和に触れましょう。秋
田県書道連盟活性化委員会の先生方の書道パフォーマ
ンスがあります。

FAX申問

日時日時

会場会場 参加費参加費300円300円

100歳おめでとうございます!100歳おめでとうございます!
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土木技師　　［採用予定］１～２人
【受験資格】　昭和59年４月２日から平成13年４月
１日までに生まれた者で、土木課程を修めた者又
は修める見込みの者

【住所要件】　採用後、北秋田市に居住できる者
【試験日程】
　期　　日　平成31年１月６日（日）
　試験会場　北秋田市役所本庁舎
　試験内容　作文／口述試験

〒018‐3392 北秋田市花園町19‐1　北秋田市総務課総務係 ☎0186‐62‐1111

【試験区分】
　一般行政／土木技師

一般行政（大学卒業程度） ［採用予定］３人程度
【受験資格】　①昭和59年４月２日から平成９年４月
１日までに生まれた者／②平成９年４月２日以降に
生まれた者で大学卒又は平成31年３月卒業見込みの者

【住所要件】　採用後、北秋田市に居住できる者
【試験日程】
　期　　日　平成31年１月６日（日）
　試験会場　北秋田市役所本庁舎
　試験内容　作文／口述試験

北秋田市職員採用試験北秋田市職員採用試験

配布期間　12月20日（木）まで
受付期間　12月20日（木）まで
　　　　　〈平日〉 午前８時30分～午後５時
　　　　　※郵送の場合は12月20日（木）必着
配布・受付場所　北秋田市役所総務部総務課

◇申込用紙を郵送で請求する場合◇
　封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求（○○）」
と朱書きし、その封筒にＡ４サイズの返信用封筒（郵
送宛先を明記して140円切手を貼ったもの）を入れ、
簡易書留で郵送してください。
※（○○）には、試験区分を記入してください。

共 通 事 項共 通 事 項

≪受験申込用紙の配布・受付期間≫

問


